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第１回家庭支援研究会の開催結果について   
福 祉 保 健 課    

 家庭内で高齢・障がい・疾病・ひきこもり等により支援が必要な方に対して地域全体の絆を活

用して取り組む、鳥取県家庭あんしん支え愛条例（仮称）の制定の参考とするため、関係者によ

る家庭支援研究会を設け、第１回研究会を下記のとおり開催しました。 
 

記  
１ 日 時 令和４年５月２７日（金）午後２時から４時１５分まで  
２ 場 所 とりぎん文化会館「第３会議室」  
３ 出席者 委員１４名 

区分 所属 職氏名 

ヤングケアラー Ｎ.Ｋ.Ｃナーシングコアコーポレーション合同会社 代表 神戸貴子 

障がい 
（一社）鳥取県手をつなぐ育成会 会長 大谷喜博  

（社福）重症心身障害児(者)を守る会 鳥取県支部 会長 伊井野一郎  

高齢者 （公社）認知症の人と家族の会 鳥取県支部 代表世話人 吉野立  

認知症 （一社）日本認知症本人ワーキンググループ 代表理事 藤田和子  

難病 （一社）日本ＡＬＳ協会 鳥取県支部 幹事 山中千容子  

未成年 虹の会（不登校や障害･ひきこもりの親の会） 世話人代表 遠藤明子  

ひきこもり （特非）鳥取青少年ピアサポート 理事長 山本恵子  

依存症 
（社医）明和会医療福祉センター渡辺病院依存症支
援拠点機関 

精神保健福祉士 岩岸
直美  

支援機関 （社福）鳥取県社会福祉協議会 
事務局次長・地域福祉部
長 朝倉香織  

支援機関 鳥取県民生児童委員協議会 
会長 田中俊幸 
（代理）理事 長尾正重 

経営者団体 鳥取県商工会議所連合会 
幹事長 中山孝一 
（代理）総務企画部長 
横山憲昭 

学校 
鳥取県教育委員会事務局いじめ･不登校総合対策セ
ンター 

スクールソーシャルワ
ーカースーパーバイザ
ー 福島史子 

市町村 北栄町福祉課 
生活支援室長 松嶋ま
ゆみ  

  
４ 内 容 

（１）県内の状況報告（ヤングケアラー、障がい、老老介護、難病、ひきこもり、依存症） 

（２）各委員からの現状報告 等   
５ 主な意見等 

 ・ひきこもりは本人に会うのが難しいが、アウトリーチにより家族と連携し、家庭が安心の基

地であると本人が認識する関係が作れれば、親に情報を届け続けることで本人にも伝わる。 

 ・本当に辛い時は自分で抱え込んで相談に来ないのでニーズの把握が難しい。困ったら相談に

来るだろうと思われているが、そんなことはまずない。 

・福祉と教育など市町村の内部でも情報共有が進んでおらず、連携体制の強化が大事。 

・親亡きあとに誰が面倒を見るのか、生涯を通じて成年後見を含めた基盤づくりが必要。 

・当事者（援助が必要な本人）の意見を十分聞いて欲しい。 

・ヤングケアラーの｢家庭の役に立っている｣という誇りが踏みにじられない制度を考えたい。 

・ヤングケアラーの家庭には生活を安定させる新たな支援金が必要かもしれない。 

・東・中・西部で重症心身障がい児へのサポートに地域格差があり、解消したい。   
６ 今後の予定 

 ・研究調査委託実施、適宜研究会を実施 

※議論の状況を見て今後の進め方を決定 


